
大
吉
三
連
発
！

　
我
が
家
で
は
神
社
に
行
く

と
必
ず
お
み
く
じ
を
引
き
ま

す
。

　
娘
の
七
五
三
で
詣
で
た
神

社
で
の
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
、
娘
が
大
吉
を
引
き

当
て
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
引
い

た
、
普
段
く
じ
運
の
悪
い
長

男
も
な
ん
と
大
吉
。
さ
ら
に

「
三
連
続
だ
っ
た
ら
す
ご
い

よ
ね
」
と
言
っ
て
引
い
た
わ

た
し
の
母
も
、
な
ん
と
な
ん

と
大
吉
。
大
吉
の
三
連
発
で

す
。

　
こ
う
な
っ
た
ら
、
ど
こ
ま

で
続
く
か
勝
負
し
よ
う
じ
ゃ

な
い
か
。
つ
ぎ
は
俺
が
、
な

ん
て
こ
と
は
止
し
ま
し
た
。

大
凶
な
ん
て
引
き
当
て
て
も

嫌
で
す
し
。

　
調
べ
て
み
た
ら
、
大
吉
の

確
率
は
�
％
前
後
だ
と
か
。

そ
れ
を
三
連
続
で
引
き
当
て

る
の
は
か
な
り
の
低
確
率
の

は
ず
（
０
・
�
の
３
乗
で
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
が
）
。

　
景
気
を
つ
け
る
た
め
に
、

大
吉
の
数
を
多
め
に
し
て
い

る
な
ん
て
あ
る
の
か
な
。
ま

あ
、
良
い
こ
と
な
の
で
素
直

に
喜
ぼ
う
。
今
年
の
我
が
家

は
大
い
に
ツ
イ
て
い
る
ぞ
。

そ
う
思
っ
て
幸
せ
な
気
分
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き

は
�
月
で
し
た
の
で
、
間
も

な
く
年
が
替
わ
っ
て
し
ま
う

時
期
で
し
た
。

　
さ
て
さ
て
、
今
年
の
初
詣

で
の
お
み
く
じ
の
結
果
は
…

　
最
近
、
街
中
を
走
る
車
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
が
急
激

に
増
え
た
よ
う
に
思
う
。
　

２
０
１
２
年
の
新
車
販
売
台

数
も
、
１
位
が
プ
リ
ウ
ス
、

２
位
が
ア
ク
ア
と
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
カ
ー
が
１
位
と
２
位
を

占
め
て
い
る
。

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
代

名
詞
と
も
言
え
る
ト
ヨ
タ
プ

リ
ウ
ス
が
「
�
世
紀
に
間
に

合
い
ま
し
た
」
の
宣
伝
文
句

の
も
と
に
発
売
さ
れ
た
の
が

１
９
９
７
年
で
、
今
か
ら
１

６
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る

と
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
自

体
は
１
９
０
０
年
頃
か
ら
様

々
な
メ
ー
カ
ー
で
研
究
・
開

発
・
試
作
が
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　
実
は
、
私
自
身
も
こ
の
夏

に
初
め
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ

ー
を
購
入
し
た
。
大
型
の
ワ

ゴ
ン
車
で
同
ク
ラ
ス
の
ガ
ソ

リ
ン
車
か
ら
の
買
換
え
で
あ

っ
た
が
、
静
か
だ
し
、
走
行

性
能
は
ガ
ソ
リ
ン
車
と
遜
色

を
感
じ
な
い
し
、
な
に
よ
り

も
燃
費
が
倍
近
く
な
り
嬉
し

い
限
り
で
あ
る
。

　
�
代
の
頃
は
省
エ
ネ
無
視

の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
に
乗
っ
て

い
た
。
静
寂
性
や
燃
費
を
気

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
時
代
の
影
響
な
の
か
、

年
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
な

の
か
…
…

　
澄
み
渡
る
秋
空
の
下
、
�
月

�
日
京
橋
税
政
連
（
柴
崎
一
男

会
長
）
は
日
本
橋
税
政
連
（
岡

田
昇
会
長
）
と
の
共
催
に
よ
り

国
会
見
学
会
を
実
施
し
た
。

　
京
橋
�
名
、
日
本
橋
�
名
か

ら
な
る
「
大
見
学
団
」
を
ご
案

内
い
た
だ
い
た
の
は
、
地
元
東

京
２
区
選
出
の
若
手
衆
議
院
議

員
、
辻
清
人
議
員
で
あ
る
。

　
当
日
は
、
委
員
会
等
の
会
議

が
少
な
い
状
況
で
、
予
算
委
員

会
が
開
催
さ
れ
る
お
な
じ
み
の

「
第
一
委
員
室
」
で
は
、
テ
レ

ビ
中
継
を
意
識
し
た
座
席
の
配

置
や
種
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
拝

聴
し
た
。
中
央
広
間
の
四
隅
に

あ
る
台
座
の
謂
わ
れ
を
伺
い
、

吹
き
抜
け
の
高
さ
に
驚
嘆
し
、

築
後
既
に
喜
寿
を
迎
え
て
い
る

に
も
拘
わ
ら
ず
そ
の
気
品
の
あ

る
厳
か
な
建
築
様
式
を
堪
能
し

た
。
「
衆
議
院
議
場
」
「
御
休

所
」
等
の
見
学
を
経
て
、
正
面

玄
関
前
で
集
合
写
真
。
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
秋
の
陽
を
浴
び
て
輝

く
国
会
議
事
堂
は
な
か
な
か
見

ら
れ
な
い
と
の
説
明
に
満
足
。

　
そ
の
後
院
内
の
議
員
食
堂
に

お
い
て
辻
議
員
と
と
も
に
昼

食
。
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

お
話
を
伺
い
、
昼
食
後
売
店
に

て
思
い
思
い
の
「国
会
土
産
（議

員
の
パ
ロ
デ
ィ
も
の
が
多
数
あ

り
）
」
を
購
入
し
、
散
会
と
な

っ
た
。

（
記
　
京
橋
税
政
連
　
幹
事
長

　
香
山
　
正
男
）

　
北
沢
税
政
連
（廣
井
誠
会
長
）

は
支
部
の
研
修
室
に
お
い
て
�

月
�
日
、研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
弁
護
士
の
加
々
美
博
久
氏
を

講
師
に
、
テ
ー
マ
は
「
元
代
表

者
に
対
す
る
貸
倒
損
失
を
巡
る

勝
訴
判
決
～
貸
付
金
等
の
回
収

可
能
性
と
代
位
弁
済
の
成
否
の

検
証
～
」
。
こ
れ
は
、
平
成
�

年
４
月
に
北
沢
税
務
署
が
行
っ

た
更
正
処
分
と
加
算
税
賦
課
決

定
処
分
の
取
消
が
、
平
成
�
年

�
月
３
日
に
東
京
地
裁
で
確
定

し
た
事
案
で
あ
る
。

　
法
律
家
で
あ
る
弁
護
士
と
、

実
務
家
で
あ
る
税
理
士
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
理
論
構
築
を

行
い
、
約
一
年
を
か
け
て
勝
訴

に
持
込
ん
だ
事
案
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
国
税
不
服
審
判
所
は

審
査
請
求
を
棄
却
し
た
。
し
か

し
、
加
々
美
弁
護
士
は
、
「
近

年
、
国
税
不
服
審
判
所
に
民
間

人
が
多
く
登
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
多
角
的
な
議
論
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
結
び
つ
き
、
地

裁
へ
の
判
決
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
る
と
、
非
常
に
意
義
の
あ

る
改
革
だ
」と
感
想
を
述
べ
た
。

　
当
日
の
出
席
者
は
�
名
で
、

質
疑
応
答
の
際
に
は
活
発
な
意

見
が
多
く
あ
が
っ
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
東
税
協
北
沢

支
所
と
の
共
催
の
研
修
会
で
、

政
治
連
盟
が
研
修
会
を
開
催
す

る
こ
と
は
初
の
試
み
。
こ
の
経

緯
に
つ
い
て
、
廣
井
会
長
は
、

「
国
税
不
服
審
判
所
の
改
革
を

通
し
、
法
律
を
変
え
て
い
く
と

い
う
〝
政
治
連
盟
の
役
割
〟
を

少
し
で
も
会
員
に
知
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
述
べ
た
。

（
取
材
　
広
報
委
員
会
）

　
　

　
　
訃
　
報
　
　
　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

粕
谷
　
晴
江
氏

元
国
対
委
員
（
玉
川
税
政
連
）

平
成
�
年
�
月
�
日
�
歳

根
本
　
静
男
氏

元
向
島
税
政
連
幹
事
長
（
向
島

税
政
連
）

平
成
�
年
�
月
�
日
�
歳

東 京 税 政 連（７） 第１９４号２０１４年（平成２６年）１月１日（水曜日） 　　


